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新緑の候、OB・OG会員の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

さて私こと、このたびゴルフ部OB会会長を退任致すこととなりました。

2014年より1期2年会長をつとめさせていただき特にOB会の若返り及び現役の強化に重点をおいて取り

組んでまいりましたがいずれも順調に進捗しているところでございます。これもひとえに会員各位のご支援、ご協力

の賜物と心より感謝申し上げます。

新会長は4年ほど若返って昭和49年卒業の瀧澤光雄さんです。瀧澤さんは幹事、副会長として長年にわたり

OB会に貢献してくれておりましたので、先般の総会でも満場一致で選出され、新体制によるOB会の活動も順調

に動き出しております。

何卒私同様ご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ退任のご挨拶とさせていただきます。

前OB会長 退任挨拶

前ＯＢ会長　菅 真知（昭和４５年卒）
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新緑の候、OB・OG会員の皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素はOB会の運営にあたり多大なご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて私は、先般開催されました平成28年度OB会総会の決議により、菅前会長の後任としてOB会会長に就任

いたしました。OB会の更なる発展と現役強化に向け一層努力する所存でございますので、これまで同様皆様の

ご支援を賜りますようお願い申し上げます。なお、私と一緒にOB会の運営を行う新体制の役員リストを本会報に

掲載しておりますので、私共々今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

会長就任にあたり今後重点的に取り組んで参りたい点は以下の通りです。

1. OB会の若返りと次世代リーダー育成の為に若い会員の参画を促進。

2. 現役強化策として、
● 立教大学及び体育会OB・OGクラブとの更なる関係強化による練習場建設の促進。
● 立教学院の基本方針である小学校から大学までの一貫連携教育を通じた選手の育成と確保。
● 資金面での援助をより強化する方策の検討及び実施。

3. 会員相互の親睦及び現役との交流促進を図るためのOB会ゴルフ大会(11月)の更なる活性化。

4. 来年の創部60年の周年行事についての検討、準備、コミュニケーション。

最後になりますが、会員並びにご家族の皆様のご健勝を心よりお祈りして私のご挨拶とさせていただきます。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

新OB会長 挨拶

ＯＢ会長　瀧澤 光雄（昭和４９年卒）
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2016年度 役員

会長             　瀧澤 光雄       (昭和49年卒)

副会長          　宮下 治也       (昭和50年卒)

副会長          　鈴木 正敏       (昭和52年卒)

幹事長          　小澤 省一       (昭和53年卒)

副幹事長       　鈴木 康友       (平成14年卒)

会計幹事       　野口 勝          (昭和49年卒)

副会計幹事    　森山 奈美江   (平成01年卒)

会計監査       　宮坂 衛         (昭和46年卒)

会計監査       　相澤 正          (昭和49年卒)

監督             　青木 克益       (昭和63年卒)

相談役          　菅 真知          (昭和45年卒)

常任幹事       　飯田 洋          (昭和54年卒)

                  　海老原 寿人    (昭和55年卒)

                   　北口 博          (昭和58年卒)

                   　青木 克益       (昭和63年卒)    (監督兼任)

                  　森山 奈美江    (平成01年卒)    (副会計幹事兼任)

                   　小石 織江       (平成03年卒)

                   　川俣 雅昭       (平成09年卒)

                   　遠藤 大介       (平成12年卒)

                   　鈴木 康友       (平成14年卒)    (副幹事長兼任)

                   　丸山 大輔       (平成15年卒)

                   　小坂 徳郎       (平成15年卒)

                   　島田 章子       (平成16年卒)

                   　渡辺 龍斗       (平成18年卒)

                   　金子 恵理       (平成25年卒)
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少子化を巡って
先回は、野球部ＯＢで元南海ホークス監督、杉浦忠氏の温厚篤実な人柄を示すエピソードを紹介しつつ「立教

らしさ」について私見を申し上げました。 同期、長嶋茂雄氏のフレーズを借りれば、立教はその立教らしさを持ち

続ける限り不滅だと思います。しかし少子化の影響だけは大いに気になるところです。

統計を繙きますと、現在、二十歳前後の同年齢人口は平均120万人、大学生数は１学年平均65万人という

バランスです。しかし、2050年頃には進学期に当たる18歳の若者人口そのものが60万人となる予測もあり、

大学に進む意思・能力の有無を問わず全員が入学出来てお釣りがくる事態が出現しかねません。いかな名門、伝統

校でもこうした状況で無傷ではありえず、本学においても厳しい環境の中で優秀な学生の確保、経営の安定、

教育研究の充実を図ることになります。今回は任期僅かの老教員個人の思いとして、僭越ながら母校全体への

息の長い支援もお願い致す次第です。

因みに国や民族の存亡にも関わる少子化問題を解決する処方箋は、当然ながら出生率（合計特殊出生率）アップ

をどう引き出すか以外にありません。試みに、現状1.5以下に低迷するこの数字が、極端ですが倍増して3になれば

どうなるかを手許で計算しますと、2050年の総人口は1億5千万人を突破します。18歳人口も2百万人を超え、

今度は状況が一転、大変な入学難となりましょう。逆に、数字が1、即ち、仕事やその他の理由で女性が平均1人

しか産まない世になりますと、日本の人口は60年後に半減、100年後には1億人減の2千万人に落ち込みます。

計算上、日本は東京と神奈川の広さで足りる国となり、いずれは無人島と化す訳で、出生率が上に跳ねるか下に

沈むかで先になって猛烈な差が生じます。

最近、危機感からでしょう、ある中学の校長が産めよ増やせよ、その後に学び働けといった内容を講話で語り、

「多様な生き方を否定する発言で公人として配慮を欠く」などと批判を受けて職を辞しました。警鐘を鳴らした

先生は、今から対応せねば100年たたずに日の丸号は墜落するぞと先を憂い、批判する側は、自分たちが降りた

後の飛行機より今いる乗客の自由な意思や気持ちを尊重すべしと主張した構図です。人生をバトンを繋ぐリレー

とみるか、自らが演出するドラマとみるか、二者択一ではないものの、スタンスの違いが端的に表れた一件かと

感じたことでした。

体育会ゴルフ部長 挨拶

体育会ゴルフ部長　田代 泰久 教授
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2015年度 幹部挨拶

2015年度は、Bブロック昇格へ限りなく近付いた一年となりました。

2014年度に続き、前回とほぼ変わらないメンバーで臨んだ春季対抗戦でしたが、

富士カントリークラブを苦手としている我が校にとって苦しい戦いとなり、5位という

不甲斐ない成績で終えることになりました。そして、迎えた秋季対抗戦ではレギュ

ラー構成も大きく変わり、各学年2人ずつという珍しいメンバーで戦うことになりま

した。優勝の機運も高い中臨み、2日間で751ストロークと東京ゴルフ倶楽部での

ベストスコアでしたが、10打及ばず、Cブロック3位という結果に終わりました。

部として長年の目標であるBブロック昇格は成し得ませんでしたが、ここ数年の課題

であったレギュラーの固定化問題も解消され、部員数も増え、活気に満ちていると私は考えております。年々、

学生ゴルフ界のレベルは上がっておりますが、そのレベルに追随する形で我がゴルフ部も進化し、本年度は新

主将の高橋の下で昇格できると信じております。

最後になりましたが、昨年度もOB・OGの皆様には多大なるご支援を頂き、誠にありがとうございました。751

ストロークというベストスコアも皆様のご協力があってのものだと思っております。高橋新主将が率いる本年度も

どうぞ宜しくお願い致します。

主将　青木 友翼

私が女子主将を務めさせて頂きました昨年度は、大変多くの先輩方にご指導ご

支援を賜り、厚く御礼申し上げます。「来年度のスタートもBブロックで迎える」

という目標を掲げ尽力してまいりましたが、春はCブロック降格・秋はCブロック残留

と決して納得のいく結果ではございませんでした。女子主将としてチームで目標を

共有し牽引しきれなかったことが悔やまれます。皆様方のご期待に添いご恩に報い

るという意味でも、今年度は日向女子主将のもと全部員が技術・体力・精神力の更

なる向上に努め、是が非でもBブロックに返り咲いてほしいと思います。今後は私も

OGとして現役部員の技術向上に貢献したく思っております。最後になりますが、

昨年度に立教大学体育会ゴルフ部をご支援頂きました皆様方に重ねて御礼を申し上げますとともに、今後とも

変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。

女子主将　森川 美沙
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2016年度 新主将挨拶

この度、2016年度主将を務めさせて頂くことになりました、高橋晋伸輔と申し

ます。昨年度、春季対抗戦では5位にてＣブロックに残留、秋季対抗戦では３位入

賞、トップとは10打差と昇格が視野に入るところまで来ました。本年度の目標は、

Cブロック優勝、Bブロック昇格であります。本年度も、昨年度と同じくレギュラー陣の

多くが現役部員として残っているため、他校とは異なり戦力の大幅なダウンは一切

ないと考えております。長年の目標であるBブロック昇格を本年度こそ成し遂げた

いと考えております。またチームとしては、『勝ちにこだわる』ことを全部員に浸透

させることです。本年度は新入生が８名入部し、昨年度に続く総勢42名の大所帯と

なりました。全部員がレギュラーとして試合に出場することはできませんが、部員一人一人が、できることを考え

常に全力で臨むことで、全部員で勝ちを掴み取ることのできるチームを作りあげたいと考えております。幹部

が高い意識を持ち、後輩に伝えていくことで一段階上のゴルフ部へ生まれ替わっていきたいと思います。

最後になりますかが、OB・OGの方々のご支援があってこそ、私達現役部員が活動できていることを忘れるこ

となく、日々努力を重ね良い結果をご報告ができるように精進して参ります。今後とも、ご指導、ご支援のほど

宜しくお願い申し上げます。

主将　高橋 晋伸輔

この度、2016年度立教大学体育会ゴルフ部女子主将を務めさせて頂くことに

なりました日向まりあです。

昨年は、春季対抗戦においてCブロックへ降格、秋季対抗戦でCブロック残留という

結果になりました。例年以上にゴルフ経験者が少なく戦力に関しては非常に厳しい

状況となっておりますが、他大学よりも多くコースを回ることで試合会場となるゴルフ

場を隅々まで把握し、レギュラー一人一人が安定したスコアで回れるようなコース

マネジメントを徹底致します。本年度の目標は春季対抗戦にてCブロック入賞、秋季

対抗戦でCブロック優勝、Bブロックへの復活です。自分のためだけでなく、チームの

ためにスコアを出す努力をすることを常に意識し、一打の重みを感じながら日々ゴルフに励んで参ります。

最後になりますが、本年度の目標に向けて女子部員全員で努力して参りますので、変わらぬご指導とご声援を

受け賜わりますよう宜しくお願い致します。

女子主将　日向 まりあ
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[春季女子Ｂブロック対抗戦]　５月１２日～１３日　フレンドシップカントリークラブ
女子は昨年の秋季対抗戦において６年ぶりにＢブロックへ

昇格し、１季でも長くＢに留まりたい気持ちで、Ｂブロック

残留をかけて臨んだ大会でした。

しかしながらＢブロック所属の他５校との差は歴然で、５位

残留ラインとは２８打差、チーム平均89.5というスコアで

６位となりＣブロックへ降格することとなりました。

昨年Ｂブロック昇格の原動力となった湯浅が抜けた穴は

やはり大きかったというのが状況です。本校女子にはまだ

まだＢブロックで戦う力は備わっていないと痛感させられた

大会となりました。

[春季男子Ｃブロック対抗戦]　５月２８日～２９日　富士カントリークラブ
春季対抗戦の舞台となる富士カントリーは、アップダウンやＯＢが多く、所謂トリッキーなゴルフ場で、本校の

学生はどちらかというとこのコースを苦手にしており、過去も良い成績を出したことがないことから、優勝争いを

したい気持ちはあるものの、降格ラインも視野に入れながらのプレーとなりました。

初日は385（平均ハーフ38.5）とチームとしてはこのコースのベストスコアでラウンド終了し、全体の順位でも

３位という位置で、１位の日本体育大学次第では優勝も可能性があるポジションとなりました。

迎えた最終日はプレッシャーもかかる中でそれぞれがベストを尽くしたものの401と伸ばしきれず、5位残留

という結果で終了いたしました。ただ、本校の上に存在

する日本体育大学、東海大学、中央大学、富士大学は

全てセレクションで選手を獲得している大学であり、

セレクションがない大学での最上位校というポジション

を維持できたことや、チームとして初めて富士カント

リークラブ2日間786平均70台でプレー出来たことは

選手にとってかなり自信をつけたこととなり、秋季対抗

戦に向けて期待をもたらす結果となりました。

[秋季男子Ｃブロック対抗戦]　９月２日～３日　東京ゴルフ倶楽部
本校にとって秋季対抗戦の会場となる東京ゴルフ倶楽部は相性が良く、当然ながら優勝を狙った本大会の初日は

379ストロークで1位の慶應義塾大学に6打差で十分優勝が狙える位置で終えることとなりました。

そして迎えた最終日の最初のハーフは、芹川40、五十部42と少し崩れたものの、馬場35、青木36、小島36、

髙橋も37と続き、勝負の行方は最終日のバックナインとなりました。優勝がかかって緊張する中で、選手たちは

1打1打を大切にプレーし、最後まで集中力を切らすことなく戦っていました。

最終日の結果は初日よりもチームで7打上回る372、合計751（平均75.1ストローク）は、一昨年同様の3位

という結果ではありましたが、その時に記録した771を大きく上回る成績で、さらに前回は優勝校と35ストローク

離されましたが、今回は優勝した富士大学に10ストローク差まで近づき、Ｃブロック優勝まであと一歩と迫った

試合となりました。

今回の秋季対抗戦でのレギュラー構成ですが、４年生２名、３年生２名、２年生２名、１年生２名とバランスが

取れており、優勝は逃したものの来季以降にその期待が持てる構成であると思われます。

また、レギュラー８名中７名が関連校（立教新座高校・立教池袋高校）の出身者で、さらに５名が立教小学校

出身、さらにそのうち４名がスナッグゴルフ代表選手という、立教学院が推し進める一貫連携教育を実行し、

長年に渡り大学が小学校へサポートを続けてきたことが着実に実を結んできている状況であると思われます。

[秋季女子Ｃブロック対抗戦]　９月８日～９日　初穂カントリークラブ
台風18号の影響で雨風が吹き荒れる中、中断

を挟みながらどうにかプレーを続けましたが、

結局初日は最後までプレーすることが出来ずに

サスペンデットとなり、最終日に残り分を行うこ

ととなりました。最終日、初日の残り分が終わっ

たところで、結果は残留ぎりぎりラインの5位。

ますます吹き荒れて悪コンディンションになっ

ていく中、心の中では中止になってもらいたいという気持ちもあったことは確かです。そんな中、最終日のスタート

が決まりスタートホールに集まっていざスタートしようとすると、再

び雨が強くなり中断、そのまま中止となって本校は初日の結果により

辛くも5位で残留となりました。

今回残留出来た理由は、一人76というスコアで初日をプレーした

森川（4年）の存在があったことが大きく、彼女が抜けた来季は厳しい

ことが明白なことから、残留して安堵の気持ちとともに来季に不安が

残る結果となった次第です。

2015年度対抗戦を振り返って 【春季対抗戦戦績】
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[春季女子Ｂブロック対抗戦]　５月１２日～１３日　フレンドシップカントリークラブ
女子は昨年の秋季対抗戦において６年ぶりにＢブロックへ

昇格し、１季でも長くＢに留まりたい気持ちで、Ｂブロック

残留をかけて臨んだ大会でした。

しかしながらＢブロック所属の他５校との差は歴然で、５位

残留ラインとは２８打差、チーム平均89.5というスコアで

６位となりＣブロックへ降格することとなりました。

昨年Ｂブロック昇格の原動力となった湯浅が抜けた穴は

やはり大きかったというのが状況です。本校女子にはまだ

まだＢブロックで戦う力は備わっていないと痛感させられた

大会となりました。

[春季男子Ｃブロック対抗戦]　５月２８日～２９日　富士カントリークラブ
春季対抗戦の舞台となる富士カントリーは、アップダウンやＯＢが多く、所謂トリッキーなゴルフ場で、本校の

学生はどちらかというとこのコースを苦手にしており、過去も良い成績を出したことがないことから、優勝争いを

したい気持ちはあるものの、降格ラインも視野に入れながらのプレーとなりました。

初日は385（平均ハーフ38.5）とチームとしてはこのコースのベストスコアでラウンド終了し、全体の順位でも

３位という位置で、１位の日本体育大学次第では優勝も可能性があるポジションとなりました。

迎えた最終日はプレッシャーもかかる中でそれぞれがベストを尽くしたものの401と伸ばしきれず、5位残留

という結果で終了いたしました。ただ、本校の上に存在

する日本体育大学、東海大学、中央大学、富士大学は

全てセレクションで選手を獲得している大学であり、

セレクションがない大学での最上位校というポジション

を維持できたことや、チームとして初めて富士カント

リークラブ2日間786平均70台でプレー出来たことは

選手にとってかなり自信をつけたこととなり、秋季対抗

戦に向けて期待をもたらす結果となりました。

[秋季男子Ｃブロック対抗戦]　９月２日～３日　東京ゴルフ倶楽部
本校にとって秋季対抗戦の会場となる東京ゴルフ倶楽部は相性が良く、当然ながら優勝を狙った本大会の初日は

379ストロークで1位の慶應義塾大学に6打差で十分優勝が狙える位置で終えることとなりました。

そして迎えた最終日の最初のハーフは、芹川40、五十部42と少し崩れたものの、馬場35、青木36、小島36、

髙橋も37と続き、勝負の行方は最終日のバックナインとなりました。優勝がかかって緊張する中で、選手たちは

1打1打を大切にプレーし、最後まで集中力を切らすことなく戦っていました。

最終日の結果は初日よりもチームで7打上回る372、合計751（平均75.1ストローク）は、一昨年同様の3位

という結果ではありましたが、その時に記録した771を大きく上回る成績で、さらに前回は優勝校と35ストローク

離されましたが、今回は優勝した富士大学に10ストローク差まで近づき、Ｃブロック優勝まであと一歩と迫った

試合となりました。

今回の秋季対抗戦でのレギュラー構成ですが、４年生２名、３年生２名、２年生２名、１年生２名とバランスが

取れており、優勝は逃したものの来季以降にその期待が持てる構成であると思われます。

また、レギュラー８名中７名が関連校（立教新座高校・立教池袋高校）の出身者で、さらに５名が立教小学校

出身、さらにそのうち４名がスナッグゴルフ代表選手という、立教学院が推し進める一貫連携教育を実行し、

長年に渡り大学が小学校へサポートを続けてきたことが着実に実を結んできている状況であると思われます。

[秋季女子Ｃブロック対抗戦]　９月８日～９日　初穂カントリークラブ
台風18号の影響で雨風が吹き荒れる中、中断

を挟みながらどうにかプレーを続けましたが、

結局初日は最後までプレーすることが出来ずに

サスペンデットとなり、最終日に残り分を行うこ

ととなりました。最終日、初日の残り分が終わっ

たところで、結果は残留ぎりぎりラインの5位。

ますます吹き荒れて悪コンディンションになっ

ていく中、心の中では中止になってもらいたいという気持ちもあったことは確かです。そんな中、最終日のスタート

が決まりスタートホールに集まっていざスタートしようとすると、再

び雨が強くなり中断、そのまま中止となって本校は初日の結果により

辛くも5位で残留となりました。

今回残留出来た理由は、一人76というスコアで初日をプレーした

森川（4年）の存在があったことが大きく、彼女が抜けた来季は厳しい

ことが明白なことから、残留して安堵の気持ちとともに来季に不安が

残る結果となった次第です。

2015年度対抗戦を振り返って 【秋季対抗戦戦績】
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[春季女子Ｂブロック対抗戦]　５月１２日～１３日　フレンドシップカントリークラブ
女子は昨年の秋季対抗戦において６年ぶりにＢブロックへ

昇格し、１季でも長くＢに留まりたい気持ちで、Ｂブロック

残留をかけて臨んだ大会でした。

しかしながらＢブロック所属の他５校との差は歴然で、５位

残留ラインとは２８打差、チーム平均89.5というスコアで

６位となりＣブロックへ降格することとなりました。

昨年Ｂブロック昇格の原動力となった湯浅が抜けた穴は

やはり大きかったというのが状況です。本校女子にはまだ

まだＢブロックで戦う力は備わっていないと痛感させられた

大会となりました。

[春季男子Ｃブロック対抗戦]　５月２８日～２９日　富士カントリークラブ
春季対抗戦の舞台となる富士カントリーは、アップダウンやＯＢが多く、所謂トリッキーなゴルフ場で、本校の

学生はどちらかというとこのコースを苦手にしており、過去も良い成績を出したことがないことから、優勝争いを

したい気持ちはあるものの、降格ラインも視野に入れながらのプレーとなりました。

初日は385（平均ハーフ38.5）とチームとしてはこのコースのベストスコアでラウンド終了し、全体の順位でも

３位という位置で、１位の日本体育大学次第では優勝も可能性があるポジションとなりました。

迎えた最終日はプレッシャーもかかる中でそれぞれがベストを尽くしたものの401と伸ばしきれず、5位残留

という結果で終了いたしました。ただ、本校の上に存在

する日本体育大学、東海大学、中央大学、富士大学は

全てセレクションで選手を獲得している大学であり、

セレクションがない大学での最上位校というポジション

を維持できたことや、チームとして初めて富士カント

リークラブ2日間786平均70台でプレー出来たことは

選手にとってかなり自信をつけたこととなり、秋季対抗

戦に向けて期待をもたらす結果となりました。

[秋季男子Ｃブロック対抗戦]　９月２日～３日　東京ゴルフ倶楽部
本校にとって秋季対抗戦の会場となる東京ゴルフ倶楽部は相性が良く、当然ながら優勝を狙った本大会の初日は

379ストロークで1位の慶應義塾大学に6打差で十分優勝が狙える位置で終えることとなりました。

そして迎えた最終日の最初のハーフは、芹川40、五十部42と少し崩れたものの、馬場35、青木36、小島36、

髙橋も37と続き、勝負の行方は最終日のバックナインとなりました。優勝がかかって緊張する中で、選手たちは

1打1打を大切にプレーし、最後まで集中力を切らすことなく戦っていました。

最終日の結果は初日よりもチームで7打上回る372、合計751（平均75.1ストローク）は、一昨年同様の3位

という結果ではありましたが、その時に記録した771を大きく上回る成績で、さらに前回は優勝校と35ストローク

離されましたが、今回は優勝した富士大学に10ストローク差まで近づき、Ｃブロック優勝まであと一歩と迫った

試合となりました。

今回の秋季対抗戦でのレギュラー構成ですが、４年生２名、３年生２名、２年生２名、１年生２名とバランスが

取れており、優勝は逃したものの来季以降にその期待が持てる構成であると思われます。

また、レギュラー８名中７名が関連校（立教新座高校・立教池袋高校）の出身者で、さらに５名が立教小学校

出身、さらにそのうち４名がスナッグゴルフ代表選手という、立教学院が推し進める一貫連携教育を実行し、

長年に渡り大学が小学校へサポートを続けてきたことが着実に実を結んできている状況であると思われます。

[秋季女子Ｃブロック対抗戦]　９月８日～９日　初穂カントリークラブ
台風18号の影響で雨風が吹き荒れる中、中断

を挟みながらどうにかプレーを続けましたが、

結局初日は最後までプレーすることが出来ずに

サスペンデットとなり、最終日に残り分を行うこ

ととなりました。最終日、初日の残り分が終わっ

たところで、結果は残留ぎりぎりラインの5位。

ますます吹き荒れて悪コンディンションになっ

ていく中、心の中では中止になってもらいたいという気持ちもあったことは確かです。そんな中、最終日のスタート

が決まりスタートホールに集まっていざスタートしようとすると、再

び雨が強くなり中断、そのまま中止となって本校は初日の結果により

辛くも5位で残留となりました。

今回残留出来た理由は、一人76というスコアで初日をプレーした

森川（4年）の存在があったことが大きく、彼女が抜けた来季は厳しい

ことが明白なことから、残留して安堵の気持ちとともに来季に不安が

残る結果となった次第です。

監督  青木 克益（Ｓ６３卒）
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2015年5月12日（火）～13日（水）  於 フレンドシップカントリークラブ　5,783yards　Par７２

１日18ホール、2日間計36ホール・ストロークプレー。5人エントリー、4人出場、上位3名のトータルスコアにより順位を決定

2015年5月28日（木）～29日（金）  於 富士カントリークラブ　6,764yards　Par７２

１日18ホール、2日間計36ホール・ストロークプレー。8人エントリー、6人出場、上位5名のトータルスコアにより順位を決定

以上の結果、法政大学のAブロック昇格と立教大学のCブロック降格が決定。

順位

1位

2位

3位

4位

5位

6位

個人成績

名前（学年）

森川（4年）

内山（3年）

金沢（3年）

日向（3年）

槙島（2年）

OUT

40

48

45

48

IN

44

47

44

45

TOTAL

84

※ 95

89

93

OUT

39

49

43

46

IN

43

53

52

48

TOTAL

82

※ 102

95

94

大学名

法政大学

日本体育大学

駒沢大学

慶應義塾大学

聖心女子大学

立教大学

1日目

240

237

240

243

248

266

1日目 2日目2日目

228

236

237

244

261

271

TOTAL

468

473

477

487

509

537

以上の結果、日本体育大学のBブロック昇格と拓殖大学と青山学院大学のDブロック降格が決定。

順位

1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

個人成績

名前（学年）

五十部（4年）

髙橋（3年）

杉中（4年）

馬場（3年）

斧川（1年）

青木（4年）

大江（4年）

松下（2年）

OUT

38

36

39

40

41

39

IN

38

36

44

40

38

39

TOTAL

76

72

※ 83

80

79

78

OUT

42

39

38

41

39

44

IN

41

35

41

42

43

40

TOTAL

83

74

79

83

82

84

大学名

日本体育大学

東海大学

中央大学

富士大学

立教大学

学習院大学

拓殖大学

青山学院大学

1日目

369

381

388

391

385

406

416

404

1日目 2日目2日目

369

387

386

385

401

402

400

421

TOTAL

738

768

774

776

786

808

816

825

2015年度 関東大学女子春季Bブロック対抗戦

2015年度 関東大学男子春季Cブロック対抗戦
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2015年9月8日（火）～9日（水）  於 初穂カントリークラブ　5,595yards　Par７２

１日18ホール、2日間計36ホール・ストロークプレー。5人エントリー、4人出場、上位3名のトータルスコアにより順位を決定

以上の結果、東洋英和女子学院大学のBブロック昇格と上智大学のCブロック降格が決定。

順位

1位

2位

3位

4位

5位

6位

個人成績

名前（学年）

森川（4年）

内山（3年）

日向（3年）

槙島（2年）

中島（1年）

OUT

39

48

44

52

IN

37

45

48

46

TOTAL

76

93

92

※ 98

OUT IN TOTAL

大学名

東洋英和女子学院大学

大妻女子大学

学習院大学

青山学院大学

立教大学

　上智大学

1日目

237

252

256

259

261

279

1日目 2日目2日目

台風の為 中止
台風の為 中止

TOTAL

237

252

256

259

261

279

以上の結果、富士大学のBブロック昇格と城西大学と学習院大学のDブロック降格が決定。

順位

1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

個人成績

名前（学年）

髙橋（3年）

五十部（4年）

斧川（1年）

馬場（3年）

青木（4年）

岡田（2年）

松下（2年）

小島（1年）

OUT

35

38

36

39

38

41

IN

37

43

38

36

39

44

TOTAL

72

81

74

75

77

※ 85

OUT

37

42

40

35

36

36

IN

35

37

41

35

38

41

TOTAL

72

79

※ 81

70

74

77

大学名

富士大学

慶応義塾大学

立教大学

東北学院大学

東海大学

中央大学

城西大学

学習院大学

1日目

376

373

379

374

379

385

380

397

1日目 2日目2日目

365

369

372

382

380

377

390

401

TOTAL

741

742

751

756

759

762

770

798

2015年9月2日（水）～3日（木）  於 東京ゴルフ倶楽部　6,595yards　Par７２

１日18ホール、2日間計36ホール・ストロークプレー。8人エントリー、6人出場、上位5名のトータルスコアにより順位を決定

2015年度 関東大学男子秋季Cブロック対抗戦

2015年度 関東大学女子秋季Cブロック対抗戦
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（秋季対抗戦参加対象校）

男子

1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

1位

2位

3位

4位

5位

6位

東北福祉大学

日本大学

専修大学

明治大学

中央学院大学

山梨学院大学

女子

2015年度 秋季男女ブロック別ランキング

A ブロック

1位

2位

3位

4位

5位

6位

早稲田大学

中央学院大学

日本大学

明治大学

東北福祉大学

専修大学

A ブロック
1位

2位

3位

4位

5位

6位

法政大学

駒沢大学

東京国際大学

日本体育大学

慶應義塾大学

東洋英和女子大学

B ブロック
1位

2位

3位

4位

5位

6位

聖心女子大学

大妻女子大学

学習院大学

青山学院大学

立教大学

山梨学院大学

C ブロック

1位

2位

3位

4位

5位

6位

早稲田大学

駒沢大学

神奈川大学

法政大学

日本体育大学

富士大学

B ブロック
東京国際大学

慶應義塾大学

立教大学

東北学院大学

東海大学

中央大学

拓殖大学

成城大学

C ブロック

1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

城西大学

学習院大学

青山学院大学

成蹊大学

獨協大学

東京大学

東京経済大学

東洋大学

D ブロック

1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

上智大学

成城大学

玉川大学

富士大学

日本女子大学

獨協大学

東京大学

東海大学

D ブロック

1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

上智大学

東日本国際大学

東北大学

明治学院大学

大東文化大学

芝浦工業大学

国士舘大学

帝京大学

E ブロック
1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

一橋大学

玉川大学

國學院大学

千葉大学

東京農業大学

首都大学東京

横浜商科大学

横浜国立大学

F ブロック
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ゴルフ部活動報告 一般合宿

ゴルフ部活動報告 卒部式

男女合同夏季一般合宿
2015年7月30日～8月3日　ましこゴルフ倶楽部　

参加学生　男子29名　女子14名　合計43名  

参加OB・OG　合計25名　合計合宿参加人数68名

男女合同春季一般合宿
2016年3月4日～3月8日　ましこゴルフ倶楽部

参加学生　男子25名　女子11名　合計36名

参加OB・OG　合計16名　合計合宿参加人数52名

２０１６年３月１１日 ホテルメトロポリタン東京池袋
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長期タイ合宿 総括レポート

昨年に続き今年もタイ王国において長期合宿を開

催いたしました。

日本の寒い気候とは異なり、連日26度、乾季の為

雨もなく、最高の環境の中、1～2年生を中心に学

生26名、ＯＢ・ＯＧ6名で17日間を過ごしました。

素晴らしいゴルフ環境（芝からのショートゲーム・充分なラウンド数・トレーニング施設・プール・夜間練習・キャ

ディー付きでのラウンド）に加え、コース難易度（全長7,300yd・点在する池・コースマネージメント力）も高い

中、併設されたホテルに宿泊することにより、ゴルフ漬けの充実した17日間を過ごす事が出来ました。

また、合宿15日目・16日目にはタイのトップジュニアとの対抗戦を行い、試合の緊張感を味わうとともに素晴

らしい経験を得ることが出来ました。

■ 日時 : 2016年2月8日～24日（15泊17日）

■ 場所 : Naraihill Golf Resort & Country Club（ドンムアン空港から車で２時間３０分）

■ 航空会社 : Air Asia（成田⇔ドンムアン 約６時間３０分）

■ 参加人数 : 26名（１年生１4名・２年生12名）

＋青木監督・宮下OB・鈴木（正）OB・森山OG・島田OG・佐藤（礼）OB
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OB会 ゴルフ大会

立教大学体育会OB・OGクラブゴルフ大会

春は5月16日（土）男子春季対抗戦会場である富士カントリークラブ

でＯＢ・ＯＧ＋学生、計37名で開催されました。対抗戦前という事も

あり練習も兼ね学生10名も参加。1組に1人学生が入る事で、OB・

OGとの交流ができ、楽しい1日になりました。

優勝　鈴木正敏（Ｓ５２卒）　グロス 74　HDCP 3.6　NET 70.4

ベストグロス　男子　鈴木 正敏（Ｓ５２卒）　７４ストローク

　　　　　　 女子　島田 章子（Ｈ１６卒）　９６ストローク

優勝　海老原寿人（Ｓ５５卒）　グロス 78　HDCP 8.4　NET 69.6

ベストグロス　男子　佐藤礼弥（Ｈ２２卒）　７４ストローク

　　　　　　 女子　佐野誠子（Ｓ４１卒）　９０ストローク

2015年度は、8月24日（月）に立教大学運動部OB会25部、108名の参加者で開催されました。

毎年、狭山ゴルフ・クラブで開催されるこの大会には、ゴルフ部OB会が永久幹事として、会場の設定から賞品手配、ドロー表作成、当日の

懇親会運営等を担っております。競技結果は、団体戦で優勝がゴルフ部、準優勝はサッカー部、第三位は硬式野球部でした。今年度は、9月

13日（火）、武蔵カントリークラブ・豊岡コース での開催を予定しておりますので多数のOB会員のご参加を期待しております。

秋は11月14日（土）千葉カントリークラブ／川間コースでOB・OG＋

学生、計38名で開催されました。卒部を控え、もうすぐOB・OGに

なる4年生も参加し、素晴らしい1日になりました。

順位
1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位
11位
12位
13位

所属
ゴルフ部
サッカー部
硬式野球部
応援団
テニス部

バレーボール部
スキー部
剣道部

バドミントン部
空手部
ラグビー部
バスケット部
陸上競技部

人数
7名
13名
5名
6名
10名
3名
5名
8名
8名
4名
5名
4名
4名

NET
216.8
217.8
218.8
219.8
221.0
221.6
221.6
223.0
223.6
223.8
224.2
225.0
227.0

順位
14位
15位
16位
17位
18位

計

所属
ソフトテニス部
レスリング部
重量挙げ部
ボート部
ヨット部

フェンシング部
アイスホッケー部

山岳部
準硬式野球部
ボクシング部
洋弓部
相撲部
25部

人数
5名
3名
4名
3名
3名
2名
1名
1名
1名
1名
1名
1名
108名

NET
229.0
230.6
233.4
240.2
246.6

順位
3位
8位
18位
20位

卒年
S49卒
S51卒
S58卒
S45卒

氏名
瀧澤 光雄
櫨 秀和
北口 博
管 真知

GRS
76
83
83
88

HDCP
4.8
10.8
9.6
14.4

NET
71.2
72.2
73.4
73.6

順位
41位
50位
72位

卒年
S46卒
S48卒
S46卒

氏名
中島 敬夫
浅井 隆
宮坂 衛

GRS
80
87
98

HDCP
4.8
10.8
20.4

NET
75.2
76.2
77.6

団体選（ネット上位３名の合計）

個人戦（ネット順位）

2015年度は年２回開催
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第37回 関東八大学ゴルフ対抗戦

2015年度は、１０月２０日（火）、大利根カントリークラブで開催されました。（幹事校/上智大学）近年は若手の実力者を揃える大学も多く、

本大学は団体戦５位という結果に終わりました。個人戦では、瀧澤光雄（Ｓ４９卒）がグロス７６、ネット７２で３位に入賞しました。今年度は、中央

大学が幹事校で、１０月１９日（水）紫カントリークラブすみれコースでの開催を予定しておりますので、ＯＢ・ＯＧ会員のご協力をお願い致します。

１位・・・立教大学 男子  　　　　　　　　370ストローク
２位・・・立教池袋高等学校　　　　　　　387ストローク
３位・・・立教新座中学校・高等学校　　　  412ストローク
４位・・・立教池袋中学校　　　　　　　　438ストローク
５位・・・立教大学体育会ゴルフ部 女子　　449ストローク
６位・・・立教小学校　　　　　　　　　　481ストローク
最優秀選手・・・高橋 晋伸輔　                  69ストローク

第14回 立教対抗戦

2015年8月24日立教対抗戦が千葉ＣＣ川間コースで行われました。第14回となる今年は小学生から大学生さらにご父兄も合わせ、過去

最高の126名の参加者となり、第1回大会が平成14年に参加者22名で始まっておりますので、本大会もずいぶんと大きくなってきている

次第です。本大会は、大学体育会ゴルフ部が主催という位置づけですので、表彰式では関連中学・高校で全国大会へ出場した生徒への表彰

と商品の授与も合わせて行いました。成績の方は、昨年は大学を破り立教池袋高校が優勝を致しましたが、今年は大学体育会ゴルフ部が

リベンジし団体の優勝、そして個人の優勝も獲得いたしました。

大学男子の部・・・高橋 晋伸輔　69ストローク
大学女子の部・・・森川 美沙　   82ストローク
高校の部・・・塚本 岳　            72ストローク
中学の部・・・岡田 圭太　         77ストローク
小学の部・・・昌山 大暉　         80ストローク

各チーム上位5名の合計スコアによる団体戦 各部門の優勝は以下の通りです。

優勝・・・中央大学　　　　４６７ストローク
２位・・・明治大学　　　　４７９ストローク
３位・・・早稲田大学　　   ４８４ストローク
４位・・・慶応大学　　　　４８５ストローク

団体戦結果（上位6名のグロス合計）

５位・・・立教大学　　　　４９２ストローク
６位・・・法政大学　　　　４９５ストローク
７位・・・学習院大学　　   ４９９ストローク
８位・・・上智大学　　　　５１８ストローク
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立教小学校におけるスナッグゴルフ 活動報告

ゴルフ部ではＯＢ・ＯＧのボランティアと現役部員によって、立教小学校における体育授業の中でスナッグゴルフ

というツールを使用してゴルフを教えています。

また、授業で教えた後には選考会を開き、代表チーム（６名）

を結成、土日を利用して定期的に代表練習会を行い、全国

大会出場を目指して日々練習を行っています。

2015年度は残念ながら東京都大会で準優勝となり、惜しく

も全国大会へ出場することは出来ませんでした。

尚、今回の秋季男子対抗戦レギュラー8名のうち、5名が立教

小学校出身で、そのうち4名がスナッグゴルフ代表メンバー

という経歴を持っており、平成27年度主将である青木友翼

は、13年前に立教小学校がスナッグゴルフ全国大会で初

優勝した時のメンバーの一人です。

2015年度 小学校スナッグゴルフ授業をボランティアでサポートしていただいたＯＢ・ＯＧは以下の方々です。

青木克益（S63卒）、森山奈美江（H1卒）、菱山亜紀（H8卒）、蕪木豊樹（H9卒）、川俣奈央（H9卒）、

石田麻里子（H13卒）、鈴木康友（H14卒）、小坂徳郎（H15卒）、佐藤礼弥（H22卒）
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4月22日（金） 於：セントポールズ会館

2016年度（平成28年度）立教大学体育会ゴルフ部ＯＢ会総会

第１号議案 ： 2015年度（平成27年度）事業報告
2015年 4月15日　 総会　及び　懇親パーティー　於：セントポールズ会館  懇親会出席人数　３９名
　　　   4月27日　 会費口座振替日（4月13日振替等案内発送）
　　　   5月16日　 春季ゴルフ会　於：富士カントリークラブ  OB会員27名、学生10名、合計３７名
　　　   5月29日　 会報発行
　　　   6月02日　 体育会OB・OGクラブ委員　１８：００～ 於：セントポールズ会館　出席：瀧澤副会長、野口幹事
　　　   6月03日　 幹事会　18：00～　於：セントポールズ会館
　　　   6月08日　 体育会OB・OGクラブ定期総会　於：太刀川記念館
　　　   6月10日　 関東八大学懇親会　19：00～　於：ホテルモントレ銀座
　　　   8月01日　 ゴルフ部男女合同夏季一般合宿　～5日   於：ましこゴルフ倶楽部
　　　   8月24日　 体育会OB・OGクラブゴルフ大会　於：狭山ゴルフクラブ  参加人数108名、OB会員～7名
　　　　　　　　   団体優勝ゴルフ部、2位サッカー部、3位野球部
　　　   9月14日　 幹事会　18：30～　於：聖アンデレ教会内・アンデレホール  出席：幹事～15名
　　　 10月20日　 第37回関東八大学ゴルフ対抗戦　於：大利根カントリークラブ  立教OB会員・参加～9名
　　　　　　　　   団体戦～優勝・中央大学、2位・明治大学、3位・早稲田大学、
　　　 10月23日　 学年幹事会　19：00～　於：セントポールズ会館  出席者～19名
　　　 11月07日　 準硬式野球部　100周年祝賀会　於：池袋メトロポリタンホテル　出席：宮下幹事
　　　 11月14日　 秋季ゴルフ会　於：千葉カントリークラブ・川間コース　OB・OG会員33名、ゴルフ部4年生5名　合計38名参加
　　　 11月16日　 体育会OB・OGクラブ各部・会長懇談会　出席：菅会長、野口幹事、宮下幹事
　　　 12月05日　 ボート部全日本優勝（種目別）祝勝会　於：第一学食　出席：宮下幹事
　　　 12月11日　 幹事会　18：00～　於：「てしごとや901」　出席：幹事～15名
2016年 1月16日　 立教大学体育会総会　OB・OGクラブ合同祝勝激励会  於：総会～タッカーホール、激励会～第一食堂
　　　　　　　　   出席：瀧澤副会長、野口幹事、宮下幹事、鈴木(正)幹事、森山幹事
　　　   2月08日　 ゴルフ部男女合同春季海外合宿（タイ国）  ～24日　於：Naraihill　Golf　Resort＆CC
　　　   2月22日　 関東八大学幹事会　於：神田・天府  出席：北口幹事
　　　   2月27日　 重量挙げ60周年祝賀会　於：第一学食2階藤たな  出席：宮下幹事
　　　   3月04日　 ゴルフ部男女合同春季一般合宿　～08日　於：ましこゴルフ倶楽部
　　　   3月11日　 ゴルフ部卒部式・平成27 年度卒業生送別会　卒部生　男子　8名　女子　2名   於：池袋メトロポリタンホテル 
　　　   3月25日　 幹事会　18：00～　於：聖アンデレ教会内・アンデレホール　出席：幹事～15名

第２号議案 ： 2015年度（平成27年度）収支決算報告 ※別表1 参照
第３号議案 ： 2016年度（平成28年度）事業計画
2016年 4月22日   総会及び懇親パーティー　於：セントポールズ会館
　　　　4月27日   会費口座振替日（4月17日振替等案内発送）
　　　　5月29日   会報発行
　　　　6月07日   体育会OB・OGクラブの委員の集まり　於：セントポールズ会館
　　　　6月08日   第10回　関東八大学懇親会　19:00～　於：ホテルモントレ銀座
　　　　6月13日   体育会OB・OGクラブ定期総会　於：太刀川記念館3階多目的ホール
　　　　6月17日   幹事会　18:30～　於：セントポールズ会館
　　　　8月 初旬   男女合同夏季一般合宿　於：ましこゴルフ倶楽部
　　　　8月 下旬   立教対抗戦　参加チーム　小学校、中学校、高等学校、大学  於：千葉CC 川間コース
　　　　9月13日   体育会OB・OGクラブゴルフ大会　於：武蔵CC 豊岡コース
　　　　9月16日   幹事会　18：30～　於：セントポールズ会館
          10月19日   第38 回　関東八大学ゴルフ対抗戦 　於：紫CC すみれコース
          10月28日   学年幹事会　　19：00～　於：セントポールズ会館
                11月   体育会OB・OGクラブ各部会長懇談会
                11月   秋季ゴルフ会　於：千葉CC 川間コース
          12月09日   幹事会　18：30～　於：セントポールズ会館
2017年      1月   立教大学体育会総会、OB・OGクラブ合同祝勝激励会
　　　　      2月   男女合同春季海外合宿　於：タイ王  Naraihill Golf Resort & Country Club
　　　　      3月　男女合同春季一般合宿　
　　　　3月上旬   ゴルフ部卒部式・平成28年度卒業生送別会
　　　　3月24日   幹事会　18：30～　於：セントポールズ会館

第４号議案 ： 2016年度（平成28年度）収支予算 ※別表２ 参照
第5号議案 ： 役員改選
                          瀧澤新会長選出
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お知らせ

1. 現役学生の最新情報について
立教大学体育会ゴルフ部通信（http://www2.odn.ne.jp/rikkyo-golf/）やFacebook

にて対抗戦や合宿の最新情報を随時更新中です。是非ご覧下さい。

2. ＯＢ会名簿追加・変更について
ＯＢ会名簿は３年ごとに発行しますが、その間に新規・追加加入又は住所等変更がある場

合は別紙の通り「ＯＢ会名簿新規・変更等」を作成の上、会報へ同封しております。お手元

のＯＢ会名簿へ追加保管をお願いします。

尚、住所等の変更があれば速やかに下記事務局宛にご連絡下さい。

また、ＯＢ会からの案内資料等が返送された場合、事務局から同期ＯＢ会員又は学年幹事

へ移転先をお尋ねしますのでご協力の程宜しくお願い致します。

3. 本件のお問い合わせ先（事務局）
〒113-0021 東京都文京区本駒込2-10-8  有限会社 セイエー 内   小澤省一（昭和５３年卒）

携帯 090-3233-8385  FAX 03-3942-1393

ｅ-mail : seiei-syo@amethyst.bforth.com

４. 会報発行の遅延について
本会報が編集の遅れによって遅延しました事をお詫び致します。
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